
survival.(Chicago).1991年12月11日.

17)Matsumura,S.(1991):Contextsand

cffectsofJmaleloudcallsofmoormaca-

ques.The22mdInternationalEthological

Conrerence.Abstarcts,p.147.

18)小川秀司 (1991):チベットモンキーのブリッ

ジング行動における三者の社会関係.第7回

日本霊長類学会大会.霊長研 究,7(2):
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変異研究部門

庄武孝義･川本 芳

研究概要1) ニホンザルの集団退伝学的研究
庄武孝義･川本 芳

ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する退伝子

の変異を電気泳動法によって検索し,群内,群問

の遺伝的変異性を定畳する｡得られたデータをも

とに統計的検討を加えニホンザルの繁殖構造･種

分化の解明をめざす｡ '91年度はニホンザル38地

域集団,計3,409個体の分析結果を集計し,これま

での研究の総括を行った｡この内容はニホンザル

の集団逝伝学的研究の第3報として公表した.ま

た,新たに退伝標識としてミトコンドリアDNA

多型を加え.分析を続行中である｡

2)Macaca属サルの系統的相互関係

庄武孝義･川本 芳

ニホンザルを含む坤 caca属サル各種から材料
を採殺し,前項1)と同一の方法によって種内･

柾問の迫伝的変異性を定量化し,それら種間q)追

伝的分化･系統的関係を検討している｡'91年度

はスラウェシマカクの種間雑種の調査を行った｡

3)ヒヒ類の種分化に関する集団退伝学的研究

庄武孝義

'91年度は文部省科学研究費により,北部エチ

オピア高原セミエン国立公園周辺でゲラダヒヒの

分布調査と捕連調査を行い,血液サンプルを持ち

･Ji171り,血液蛋白の退伝的変異とミトコンド1)アD

NA多型を検索中である｡

4)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義･川本 芳･鈴木良太1)

在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ

て,家畜化現象そのものの集団退伝学的解明と,

各種家畜の集団間遺伝分化,系統的相互関係の解

明を行いっつある｡ '91年度は中学人民共和国に

おいて雲南省の黄牛,水牛の調査を行った｡また,

'92年8月に開かれた動物遺伝学に関する国際会

請では,アフリカのN'Dama,Boran,Masai牛

の遺伝学的研究の成果を発表した｡

5)ドプネズミの集団遺伝学的研究

川本 芳

ドブネズミの野生集団ならびにラットの実験室

系統の蛋白変異,ミトコンドリアDNA変異を検

索し,ペストアニマルとしてのドブネズミ,実験

動物化されたラットの遺伝的特性を検討しつつあ

る｡

総 説

1) 庄武孝義･野浮 謙 (1991):迫伝的変異か

らみた嘱乳類の集団構造.現代の嘱乳類学

(朝日稔,川道武男縞),pp.45･64.朝倉香

店,東京.
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旨典,p.70.

8) 並河常夫･天野 卓･川本 芳 ･吉川欣亮 ･
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施正明 (1992):中国雲南省の在来家畜に関

する研究.2.雲南省における黄牛の逝伝子

-25-



構成,特に血液型,血液蛋白型及び毛色変異

について.第85回日本畜産学会大会 (広島).

1992年3月30日.

9) 天野 卓･並河鷹夫･川本 芳 ･吉川欣亮･

橋口 勉･朱 静･桃宏兵･張漢雲･許文博･

施立明 (1992):中国雲南省の在来家畜に関

する研究.3.雲南省における水牛の遺伝子

構成,特に血液型,血液蛋白型及び毛色変異

について. 第85回日本畜産学会大会 (広島).

1992年3月30日.

10)川本 芳･並河鷹夫･天野 卓 ･橋口 勉･

棋風堂･劉愛撃･許文博･施立明 く1992):

中国雲南省の在来家畜に関する研究.4.蛋

繭省の黄牛にみられる乳蛋白多型.第85回日

本畜産学会大会 (広島).1992年3月30日.

ll)子安和弘･川本 芳･長鏑政広 ･大野京子･

川本咲江 (1992):ドプネズミの桟口蓋ヒダ

の形態と変異.第47回東海実験動物研究会
(名古屋).1992年2月8日.

生活史研究SF'1

杉山幸九･森 明雄･山極寿一

研究概要

1) 西および中央アフリカに生息する大型頬人

投の行動生態学

杉山幸丸 ･山極寿-

全個体識別のもとに長期追跡してきたギニア国

ポッソウの野生チンパンジーについては,堅果割

り行動の詳細な観察とVTR記録.およびその分

析に災申した｡その結果.堅果割りのような高庇

な道具使用行動にのみ完全な利き手が存在し,右

利きと左利きはほぼ同数であることを発見した｡

また同行動の個体発達,伝播についても分析して

いる｡

一方,ザィ-ル国東部の熱帯性山地林や低地多

雨林では,同所的に生息するゴリラとチンパンジー

の採食生態,行動特性,社会構造を調査し,2種

の共存のメカニズムを分析した｡これらの資料を

非共存域における他の研究と比較し,類人猿と人

類をつなぐプロト･ホミニドの分化過程を考察し

ている｡

2) ェチオピアに生息するヒヒ頬の研究

森 明雄

ヒヒ頬の重層社会を行動学的に分析することを

目槙としている｡前年度は,南部エチオピアで,

ヒヒ頬の分布調査を行った｡南部で見つけたゲラ

ダヒヒの新しいポピュレーションとの比較資料を

得るため,今年度は調査地を北部に移した｡アジ

スアベバの北1501皿で,ゲラダヒヒの1群をハビ

チュエートし,社会学的,行動学的分析を行った｡

この群れは,これまで研究されてきたセミエン国

立公園の群れと比べ著しくオトナ･オスの比率が

低く,オスの競合が低い状態でのゲラダヒヒの社

会構造の特徴を明らかにすることができた｡

3) 西アフリカの熱帯多雨林及び乾燥サバンナ

に生息する狭鼻猿の比較生態学

杉山幸丸 ･三谷雅純1)･室山泰之2)

カメルーン国北部の乾燥地帯 (カラマルエ)と

南部の熱帯多雨林で,同所的に生息する校数種の

霊長頬の採食行動,社会行動.性行動,個体群動

態等を比較研究し,それをもとに,各種の行動様

式と社会構造の環境への適応を考察している｡ま

たコンゴ国北東部のンドキの森では大型頬人位を

含む各種霊長頬の生態学的調査を継続している｡

4) ニホンザルの採食･繁殖生態と個体群動態

の研究

杉山幸丸 ･森明雄 ･山極寿一･スマニ

アリ-ガスパール2)･近藤あや子2)

ニホンザルの個体の社会的地位と採食戦略の関

係の解明を目指して研究している｡大分県高崎山

では採食行動の分析だけでなく,栄養分析によっ

て摂取エネルギーと消費エネルギーのバランスに

まで考察を進めた｡宮崎県寺島群,鹿児島県屋久

島の群れ,志賀高原地獄谷群でも同様の研究を行っ

ている｡

一方,社会部門,生化学部門と共同で所内放飼

集団において性行動と父性判定に基づく両性の繁

殖戦略を研究した｡これらの戦略と関連して順位,

繁殖成功度,個体群動態の長期資料を高崎山およ

び寺島において収集している｡

さらに,ニホンザル全体の生息数を推定しその

動態を明らかにする研究も進めっっある｡.

総 説

1) 杉山幸丸 (1991):動物社会における父子判

定.生化学的父子判定に基づくニホンザルの

父性の行動生態学 (杉山幸丸編),pp.5-7.

1)研修員 2)大学院生
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